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海外インターンシッププログラム 

派遣国・都市名 アメリカ ワシントン州 シアトル 

研修先 兵庫県ワシントン州事務所 

プログラム実習期間 2022 年 8月 22日～2022年 9月 16日 

学部/研究科・学年 国際文化学研究科 1年 

 

インターンシップ就業実習 報告書 

本インターンシップは、アメリカのシアトルにおいて約 1ヶ月間実施されました。勤務先は兵庫県ワ

シントン州事務所とバラード高校の２カ所であり、それぞれの勤務先で２週間ずつ過ごす予定でした。

しかしながら、現地滞在中にシアトル市内の公立学校の教員によるストライキが発生したことにより、

高校での勤務がわずか３日に短縮され、結果的に３週間半ほど兵庫県ワシントン州事務所で業務を行い

ました。 

事務所では、大きく分けると（１）企業リストの作成（２）グランピング施設掲載の準備（３）観光

スポット記事の作成（４）県物産 PRのための資料作成（５）Japan Weekで行うクイズの作成（６）ネブ

ラスカ州知事選に関する調査の６つの業務を行いました。 

当事務所は、兵庫県とワシントン州のビジネスと文化の両面における交流を促進しており、（１）や（２）

を通してビジネス面の業務に携わりました。はじめに、ワシントン州のスタートアップ企業および VC/CVC

企業のリスト作成を行いました。マーケティングに関する知識が不十分な私にとって、「スタートアップ」

「VC/CVC」といった単語の意味を調べることからはじめ、リサーチを通してその実態を徐々に把握する

ことができました。実際に自分で企業情報にアクセスし、ゼロから資料を作成することで、兵庫県の企

業とワシントン州の企業を結ぶ誘致活動の基礎を学びました。 

同様に、グランピング施設の掲載準備に関しても、欧米のグランピング専門サイトを詳しく調査し、

兵庫県のグランピング施設を海外のウェブサイトに掲載する上でどのような点に留意すべきであるのか

ということを考察しました。調査を行っていく中で、海外のグランピングでは自然を楽しむアクティビ

ティに重点が置かれていることに気づき、インスタ映えが重視されている日本のグランピングとは異な

る情報が必要になることがわかりました。この調査については結果と考察を報告書にまとめ、事務所に

提出しました。 

一方、文化面では、SNSを通して兵庫県の観光スポットを定期的に紹介する業務があり、今回のインタ

ーンシップでは、兵庫県内の観光スポットを紹介する記事とインスタグラム用の投稿を作成しました。

私は出石皿そばのお店でアルバイトをしていることから、出石に関する思い入れがあり、記事の中では

出石を取り上げました。記事は英語で書く必要があったため、一度自分で原稿を書き、その後事務所で

勤務されているネイティブの方に添削していただき、そのアドバイスをもとに文章を修正しながら仕上

げていきました。アドバイスをもらう際には、より自然な英語の使い方を学ぶとともに、英語における

文彩的な表現についても知ることができて非常に新鮮でした。 

兵庫県には有名な観光地だけでなく、県の工芸品や伝統品も数多くあり、そのような物産品を JTBが

運用する ARTI ZANというサイトで PR するための資料作成も行いました。私自身、兵庫県の出身ではな

く県の物産品をほとんど知らなかったため、この業務を通してそれらの特徴や歴史について詳しく知る

機会となりました。資料は英語で作成する必要があり、物産品のサイトによって英語の情報量に差があ
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ったため、各物産品の特徴を自然な英語で表現するのに苦労しましたが、伝統的な物産品を海外に広め

ていく上で使う表現や言い回しを学びながら、パワーポイント資料を作成しました。 

本来であれば、ここまでの業務を終えたところで高校での勤務が開始する予定でしたが、シアトル市

内の公立学校教員によるストライキの影響により、事務所での勤務が継続されました。学校開始日まで

の業務期間では、Japan Weekで行う姫路城クイズの作成とネブラスカ州知事選に関する調査を行いまし

た。姫路城クイズでは、日本の城についてあまり知らないアメリカの方でも楽しめるような工夫が必要

であり、事務所のネイティブの方と何度も打ち合わせをくり返しながら作成しました。クイズの作成で

はレイアウトにもこだわり、クイズを通してより多くの人に姫路城について興味をもってもらえるよう

なものを考案しました。ネブラスカ州知事選については、兵庫県とネブラスカ州が経済連携協定を結ん

でいることから事務所にとって重要な業務であり、知事選の状況と有力候補の経歴調査および現職の活

動内容について調査を行いました。この調査業務では、所長より資料作成における留意点について直々

に教えていただき、記載すべき情報とそのまとめ方について詳しく学びました。 

高校での勤務については、いつ学校が始まるか誰もわからない状況の中、本プログラム最終週の火曜

日にストライキがようやく終了し、翌日の水曜日から３日間ほど高校での業務を行いました。高校では、

ひらがなやカタカナを書くのに困っている生徒に対して実際に書き方を英語で教えながら、日本語を書

くときのポイントを伝えました。生徒たちにはもっと上手く書けるようになりたいという熱意があり、

生徒自身が書いたひらがなやカタカタを私が読めるかどうか尋ねる生徒も複数名いて、日本語や日本文

化に興味を持っている姿が見られました。高校の日本語の授業は５つのレベルに分かれており、そのう

ちのレベル２〜５のクラスでは私の高校生活について日本語で発表を行いました。生徒たちの理解度を

考えると、英語を半分くらい使った方が良さそうにも思えましたが、ネイティブの言葉を聞く機会はめ

ったにないのでぜひ日本語で行ってほしいと担当の先生に依頼されたため、すべて日本語で発表しまし

た。発表で用いたスライドには日本語と英語を併記し、漢字にはすべてひらがなをふり、日本語のレベ

ルに関係なく理解できるように工夫を施しました。レベル２のクラスでは事前にクイズを記したプリン

トを用意しておき、生徒たちはクイズの答えを埋めながら日本の高校生活について理解しているようで

した。レベル３や４のクラスでは、日本の高校生活について議論する活動を行い、生徒たちからは「日

本では親の期待が高いから高校生は塾に行って大学受験の勉強を頑張っているんだと思う」といった鋭

い意見も述べられ、日本について深く考えるきっかけを与えることができたように思いました。 

 

感想および意見 

大学院生活が始まったばかりの４月後半に、「アメリカでインターンシップを行うプログラムがあるけ

ど、行ってみない？」と指導教員の先生に声をかけてもらったのがすべての始まりでした。学部生のと

きには、国際人間科学部の GSP プログラムでイタリアに渡航したり、友人と海外旅行をしたりと、もと

もと海外での異文化体験が好きでしたが、学部３・４年次にはコロナ禍の影響で全く海外渡航ができず、

少し悔いが残っていました。大学院に入学してからも、海外渡航はまだできそうにないと半ば諦めてい

たのですが、本プログラムがアメリカのシアトルで実際に行われるということを聞き、プログラムへの

応募を即決しました。 
すぐに応募しようと思ったのは、単に海外に行きたかっただけでなく、大学院修了後に大学職員や公

務員といった進路を考えている私にとって、このプログラムは非常に魅力的だったからです。実際には、



3 
 

報告書に書いたような業務を行いながら、兵庫県という自治体が海外の拠点でワシントン州との交流を

促進する業務に携わることができ、就職活動を考える上で貴重な経験となりました。業務を通して、公

務員として働く上で必要な資料・文書作成スキルや立ち振る舞い方などを、事務所で勤務されている方々

から直接学ぶことができ、非常に有意義な日々を過ごすことができました。事務所での使用言語は奇数

日が日本語、偶数日が英語ということで、英語を使いながら業務を行ったことも新鮮で良い経験となり

ました。さらに、英語を使用言語としながら事務所以外の方との会議に参加することもでき、日本にい

るだけでは決して得ることができない語学経験を積むことができました。 
もともと、大学に入るまでは英語圏で長期留学をしてみたかったものの、留学先で学びたいことがな

く、海外での生活を断念していましたが、本プログラムを通してアメリカで１ヶ月間の滞在が実現し、

英語ばかりの環境に身を置きながら生きた英語を学ぶことができました。事務所では、ネイティブの方

から文書や資料の中で使う表現を直接学び、バラード高校では高校生との会話を通して容赦ないスピー

ドの英語を体験しました。まだまだうまく英語が話せるわけではないのですが、なんとか伝えようと必

死になって英語を話したこの１ヶ月を無駄にしないように、日本に帰国してからも語学の勉強を継続さ

せていこうと思いました。 
英語のコミュニケーションで最も苦労したのは、ホームステイ先での会話でした。このプログラムで

の滞在先は基本的にホームステイであり、私は 73 歳のおばあちゃん（といってもまだまだ元気でとても

パワフルでした）と２人で生活していました。はじめに会ったときの衝撃は今でも覚えているのですが、

おばあちゃんのとにかく独特なアクセントとイントネーションの言葉は英語と思えず、最初の 2、3 日は

聞き取るのに苦労しました。しかし、その後は耳が慣れはじめて問題なく聞き取ることができるように

なりました。その一方で、私の英語が日本語なまりの英語であったことから、ときどき私の英語が通じ

ずに困った場面もありましたが、なんとか伝えようと思い、より英語らしく発音することを心がけなが

ら話しました。そのようなときでも、ホームステイ先のおばあちゃんは最後まで私が伝えようとしてい

ることを理解しようとしてくれて、伝わったあとには発音のポイントを丁寧に教えてくれました。 
ホームステイでの生活は何不自由なく過ごすことができ、本当に恵まれていました。数えればキリがな

いほどエピソードはあるのですが、Green Lake を一緒に散歩したり、勤務初日に事務所までついてきて

くれたり、夜はネットフリックスを一緒に見たりと、とても優しくて安心して生活することができまし

た。その中でも、日本について尋ねられることが多く、例えば日本の保険金制度や皇室制度、そして日

本語の漢字やひらがななど、数多くの質問をされました。ときには、複雑な政治制度の質問もされ、少々

うろたえましたが、大学生活４年間で幅広く学んでいたことを生かして、なんとか説明することができ

ました。このホームステイでの経験を通して、海外に行く前に日本についてしっかりと知っておくこと

の重要性をより一層実感し、今後も日本に関する一般的な知識をさらに充実させていこうと思いました。 
週末には、シアトル市内を思う存分観光することができました。シアトルと聞くと、イチローのマリ

ナーズくらいしか知らなかったのですが、海と坂に囲まれた街の中には多くの観光名所があり、充実し

た休日を過ごしました。個人的にはスターバックス１号店に行けたことやスペースニードルの展望台に

上ってシアトル市内の街並みを一望できたことがとても良い思い出として残っています。シアトルはア

メリカの北西部に位置しており、足を伸ばすとカナダにも行くことができるので、滞在中にはカナダの

ビクトリアに日帰り旅行をしました。ビクトリアはシアトルとまったく異なる街並みや雰囲気をもって

いる街で、イギリスに影響を受けた歴史的背景が随所に感じられました。 
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本プログラムに参加して良かったと思えるのは、海外での業務経験を積むことができたこと、公務員

としての就職を考える上で貴重なインターンシップを行えたこと、海外の異文化を感じながら充実した

時間を過ごすことができたことです。まだ完全にコロナ禍が収束したわけでもなく、円安ドル高という

渡米には不利な状況の中でも、シアトルに滞在したこの１ヶ月の経験はかけがえのないものとなりまし

た。提案してくださった指導教員の先生、事前準備から渡航後まで常に気にかけてくださった職員の方、

快く送り出してくれた家族、そしてシアトルで出会った事務所の皆様、ホストファミリー、高校の先生

には大変感謝しております。この経験を自らの進路に活かすことができるように、就職活動をがんばっ

ていきたいと思います。 
● オフィスの様子 
 

● 高校での発表 

 

●ホームステイ先のご飯 

 

●スペースニードルから見たシアトル市内 

 
●スターバックス一号店店内の様子 

 

●カナダ・ビクトリア観光 

 


